
 

新病院建設事業（インフレスライド等に係る補正）について 

１ 事業概要 

・新病院建設工事の工事請負契約締結後における、資材や労務に係る市場の実勢

単価変動を請負金額へ的確に反映させるため、受注者からの請求に基づき、工事

請負契約書約款のインフレスライド条項を適用し、適用基準日である令和６年

（2024 年）７月２２日以降の残工事について、実勢単価による適正な請負金額へ

増額する。 

・本工事の財源のうち神奈川県県立病院機能集約事業費補助金については、令和６年

７月１９日に締結した工事請負契約の変更（増額）に伴い、補助金の額が増額す

る。 

・これにより、支出の工事請負費及び収入の県補助金等をそれぞれ増額補正する

とともに、継続費の変更を行う。 

 

２ 工事費の増額金額 

  522,531 千円（令和６年度 230,000 千円、令和７年度 292,531 千円） 

 

３ 継続費の変更 

 
年度 

年割額 

（千円） 

左の財源内訳（千円） 

企業債 国県支出金 
損益勘定 
留保資金等 

補正前の額 

５ 781,200 781,200   

６ 10,103,200 8,553,300 1,549,803 97 

７ 15,995,600 13,595,600 2,400,000  

計 26,880,000 22,930,100 3,949,803 97 

補正額 

５     

６ 230,000 226,200 3,786 14 

７ 292,531 292,500  31 

計 522,531 518,700 3,786 45 

補正後の額 

５ 781,200 781,200   

６ 10,333,200 8,779,500 1,553,589 111 

７ 16,288,131 13,888,100 2,400,000 31 

計 27,402,531 23,448,800 3,953,589 142 



 

４ インフレスライド金額 

（１）要因 ※物価変動の影響が大きい工事項目及び資材等 

工事項目 
変動金額 

(億円) 
影響の大きい資材・労務 

電気設備工事 
1.65 

ケーブル、盤類、変圧器、自動火災報知設備、放送設備 

電工 

給排水衛生設備工事 
1.30 

消火設備、給排水ポンプ、医療ガス 

配管工、設備機械工 

空調設備工事 
0.47 

銅管、冷温水発生器、空調チラー 

設備機械工、ダクト工、保温工 

鉄骨工事 0.39 鉄骨工 

内装工事 0.33 内装工 

その他（20 項目） 1.08  

 

（２）インフレスライド金額の算定                 （単位：円） 

契約金額(税抜)  24,434,679,000  

物価変動対象金額(税抜) ａ 22,909,080,000 R6.7.19 変更前 

出来高金額(税抜) ｂ 2,548,307,942 出来高11.1％ 

物価変動反映前残工事金額(税抜) Ａ=ａ-ｂ 20,360,772,058  

物価変動反映後残工事金額(税抜) Ｂ 21,039,407,276  

スライド金額(税抜) Ｃ=Ｂ-Ａ-(Ａ×1%) 475,027,498  

スライド金額(税込)  522,530,247  

 


